
可
卸
小
説
怨
八

，、
O 

候
へ
ば
、
我
等
見
所
布
之
仮
て
、
口
入
も
仕
候
と
て
成
宮
巾
候
。
此

ト」院

p
レ
。

死
に
臨
て

之
候
故
、
上
手
の
絞
に
巾
入
候
。
此
う
へ
は
如
何
枚
陀
も
可
被
成
候
。

て
‘
は
ぢ
し
め
候
へ
ば
完
成
巾
白
絞
か
な
と
て
、
右
の
少
年
を
放
ち
、

も
、
上
手
ほ
ど
に
不
申
伎
は
ね
ば
.
中
-K

御
抱
被
成
候
も
の
に
て
無

今
は
存
分
の
認
に
仕
畑
院
へ
と
‘
手
を
つ
き
は
た
ら
き
不
申
吟
問
。
彼

脇
指
に
て
笑
殺
し
侠
へ
ば
、
外
の
一
人
打
寄
死
骸
か
た
つ
け
申
候

但
扶
持
御
放
被
成
候
は
ど
.
世
間
に
て
笑
可
巾
候
と
巾
候
。
何
と
て

此
ひ
じ
り
不
仁
・
非
道
可
巾
械
は
無
之
候
締
共
、

笑
可
巾
や
と
被
巾
候
所
、
此
忠
光
術
門
医
だ
ま
さ
れ
ら
れ
候
と
て
、

も
刷
出
理

E
m問
わ
け
、
少
年
の
者
に
本
意
骨
同
途
依
然
な
げ
成
有
税
は

笑
可
申
候
間
・
能
く
御
忠
梁
可
敏
成
侠
と
由
・
候
。
被
州
此
越
を
本
多

右
犬
烏
一
平
向
日
の
談
と
存
候
と
て
‘
物
語
い
た
し
候
向
上

房
州
へ
被
申
候
所
、
房
州
被
申
候
は
・
い
づ
れ
花
忠
左
衛
門
中
候
通

一
、
松
山
係
九
郎
、
横
山
城
州
へ
被
召
抱
事

其
者
ふ
ち
放
被
申
候
は
ピ
、
世
間
陀
て
笑
可
申
供
。
御
自
分
の
身
上

大
阪
御
陣
よ
り
以
前
、
石
川
忠
左
術
門

肘……
凶
叫
昆
横
山
城
州
へ
申
候

に
て
、
百
五
十
石
す
て
倹
へ
ば
と
て
、
さ
し
て
の
布
引
に
て
も
僻
'之
供
。

共
悩
被
指
置
可
Mm
と
被
巾
供
。

友
械
の
背
中
に
て
そ
の
ま
ゐ
被
侶
仕

は
・
私
存
知
候
浪
人
民
、
松
山
孫
九
郎
と
巾
者
有
之
候
。
弓
・鍛
地
能

〈
う
ち
申
候。

馬
も
能
〈
衆
候
。
中
々
御
用
に
立
申
者
に
候
。百
五
十

候
。
共
後
城
州
は
賀
州
よ
り
立
退
被
巾
候
。
大
坂
陣
の
時
分
・
越
前

石
陀
候
は
ピ
御
事
公
可
相
動
も
の
に
候
。
何
と
ぞ
御
抱
候
桜
花
抑
制
入

路
に
て
立
的
被
申
候
所
‘
微
妙
公
被
召
還
候
。
共
時
松
山
孫
九
郎

候
由
申
候
。
忠
左
衛
門
巾
都
民
候
と
て
、
披
州
へ
百
五
十
石
に
被
呼

帯
広
町
出
向
供
い
た
し
候
。
被
州
は
金
津
御
留
守
へ
御
か
へ
し
被
成
、

出
候
。
掠
弓

E
m川
監
の
所
、
私
弓
舵
…
調
法
陀
候
。
御
見
物
K
可
能
成

子
息
大
脳
大
阪
へ
御
供
の
所
‘
孫
九
郎
乎
の
首
尾
合
せ
一
か
ど
の
功

も
の

K
て
無
御
座
旨
巾
候
。
建
て
箆
射
見
被
巾
候
所
、
一
迎
例
の
射
怒

陀
て
、
四
五
分
討
な
ら
で
中
り
不
申
候
。
帥
同
胞
も
共
通
り
に
候
。
馬
主

間
同
乗
被
見
申
候
所
、
中
L
K

下
手
陀
て
候
。
披
州
不
剛
刊
に
被
存
・
忠
左

衛
門
に
共
段
被
巾
問
、
手
前
を
だ
ま
し
被
申
侠
旨
陀
て
、
恨
被
由
ド
候

有
之
・
御
装
美
も
被
下
候
。
共
時
城
州
、
忠
左
術
門
へ
共
趣
被
巾
削

孫
九
郎
後
は
助
治
街
門
と
巾
候
。
長
命
に
御
座
候
。
前
年
航
山
筑
後

所
、
忠
左
衛
門
巾
候
は
・成
程
弓
馬
も
帥
州
地
も
・
能
く
は
然
之
候
へ
ど

を
以

τ、
大
坂
御
陣
の
山
郁
子
御
都
有
之
‘
党
舎
に
仕
り
指
上
申
候
。

踏

m
Gの
角
線
氾
て
可
怒
。

助
治
衛
門
史
書

一
婦
は
、

業
M
m
v
g
の
名
曾
紀
m喰
H
倫
債
の
内
向
不
暗
記
す
。
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